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オンデマンド合成＆解体を実現するビニルポリマーの高速分解技術 

 

 

 

 

  



 

 

研究成果の概要 

2-（トリメチルシロキシメチル）アクリル酸メチルと 3-メチレン-1,5-ジヒドロベンゾ[e][1,3]ジオキセピ

ンのラジカル共重合により得られるビニルポリマーを，フッ化テトラブチルアンモニウムのテトラヒドロ

フラン溶液，もしくは酢酸水溶液で処理すると，ペンダント基の脱保護を起点とする主鎖分解が進

行することが明らかになった．この分解は溶液中のみならず，固体ポリマーを用いた不均一系でも

進行することがわかった．また，メタクリル酸メチルを主成分とした 3元共重合体に応じても，同様の

分解反応が進行することがわかった．このとき，メタクリル酸メチルの含有量が多くなるほど，最終的

な分解物の分子量が大きくなることがわかった．これは，2-（トリメチルシロキシメチル）アクリル酸メ

チルと 3-メチレン-1,5-ジヒドロベンゾ[e][1,3]ジオキセピンからなる連鎖が分解点として機能したこと

を示唆する．一方，分解反応の速度は分解点の濃度，すなわちメタクリル酸メチルの濃度に依存し

なかった．したがって，将来的に本ポリマーを剥離可能な接着剤やレジスト材料に応用する場合は，

主鎖切断に伴い有為な物性変化が誘起できる範囲であれば，分解点を少なくした 3 元共重合体

でも十分に機能すると考えられる． 

3-メチレン-1,5-ジヒドロベンゾ[e][1,3]ジオキセピンは吸湿により加水分解する性質があり，これが

オンデマンド合成を実現する上での障壁になっていた．そこで，同様にラジカル開環重合して，主

鎖にエステル結合を導入可能な環状ビニルモノマーとして，アリル位に硫黄原子を有する環状アク

リレートの利用を検討した．2-（ヒドロキシロキシメチル）アクリル酸メチルとのラジカル共重合体を３

級アミン触媒の存在下で処理したところ，5分以内に完全に主鎖切断することがわかった． 

 

 


